
2 2.大面積伐採地における簡易出水調節法

1.試験担当者

本婚防災部理水研究室号 杉山利治はか

宝川試験址主任 永見郷康松か

2•試験目的

渓間工作物による出水胡砌果を検肘し,典地水源批帝性適甲可能な出水調節工法を開発する〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

(1) 前橋営林局水上営冰榮宝川国有林内の初沢流城に武験流城を巷定し,透水性出水狎節工(鎖 

材を使用)を股战した。出水調節工の透水部分の問踱室は39¢ ,最炯水筮は6 7 7Hであ 

る〇

(2) 馅エ後の城域降水兼:観測,施工的点(水位2十新殺)および初沢快水堰堤における水位楓測を 

行なった〇

(3!施工時H・おける貯水池および上流部溪成の堆砂状況•粒径諏瘀行なった。

(4)秽水試験地貴科を甲いて,施工前忙おける降水最と流出弑の関係の検肘を開始した。

4. 昭和4 5年度の試験叶画

(1)流城降水策およぴ積噎氷妣润斎,初沢墓地における気象翅渊,既股2 .新設1地点における 

水位および流速測定を行なう。

⑵ 定時観測日始よび出水後に施工地点における堆砂状況•貯水容姑•の涮匕を測定する。吏た, 

主要な出水後忙は"t毓部渓床の姿｛匕状態も捌定する。

⑶ 施工前期間(晩存資料)および拖エ後期間(上阮費科)における降水景と流出聚の関係を解 

析し,本工糧の流出部節効果を•検対するc
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2 5.林地のなだれ害防止のための林木配置法

t試験担当者

本場防災部防災第一研究室長 樫 W 德 治 ほか

2.試験目的

多羿地帝急斜地林分の更新にあたって,鬧生樹の一部を散生状に保残し,なだれ被害の発生を 

予防する方法の笔準を明らかにする。

ろ・昭和4 4年度の経過とえられた結果

前年度に,特別会が試験「林冲のなだれ害防止のための林木配置法5究」として次の・頂を 

実施した。

1)諏査哪抽遞足のため,前橋営林局水上•六日町•坂下各’您林署管内および会野営林局飯山 

•長野•大町各獄林爭停内を掘衣した。

2 )調査候挿址の積宙脚?pを行ない,六日•爭榮区16 5林斑および飯山％剿？5 4-15

5林班ブナ林内に雄続押:杏のための固定訓秀址を決定した。

5)更折方法となだれ灿化の関係について資料を検討した。

4.昭和4 5年度の試験計画

1)固定調？？灿および周辺址域について林木5*.置談帝を行なう〇

2 )同上詡斎址の積宵移動状況の調杏を行なう。

3)調査結果を既存資料とあわせて解析し木骸生状保我法の基準を求める。
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